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研究成果の概要（和文）：非公開のものも含め軍記物語関連の史料・伝本・絵画資料などの調査を、４年間に３６回行
った。これまで個別に調査されていた資料相互の比較対照によって判明したことも多い。それらの成果は公開研究会・
シンポジウム・講演会での議論を加えて、HPや冊子体の報告書などで発信してきた。また情報量の多いテキストである
源平盛衰記の内容を、把握しやすい年表の形式に再編成し、平成２６年度中に公刊する予定で作業を進めている。

研究成果の概要（英文）：Over the course of the four years, we conducted thirty-six rounds of research on h
istorical sources, manuscript texts, and visual materials, including those which are not in the public dom
ain. The research, focusing on comparison and contrast of various sources, yielded valuable insights as ma
ny of those sources had previously been studied only individually.  We disseminated these findings through
 workshops, symposiums, and lecture events; in addition, these analyses have been published both on the we
b and as printed booklets. We will reorganize the voluminous text of The GenpeiJosuiki in an easy-to-under
stand chronological style, and publish it by the end of the fiscal year 2014 [March 2015].
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
源平盛衰記は、『平家物語』諸本の中でも
最も記事の分量が多く、しかも後世に与えた
影響の大きい一本である。即ち源平盛衰記は、
流布本『平家物語』と並んで、あるいはそれ
以上に、現代にいたるまで日本人の「源平」
時代に関する概念形成の基となってきた。し
かし『平家物語』研究において延慶本古態説
が通説化している現在、この本の成立、他の
諸本との関係や文芸的特性についての研究
は進んでおらず、研究者が各自の課題につご
うのいい面をとりあげて部分的な議論を展
開する状態が続いてきた。元来源平盛衰記は、
そのようなやり方では全貌をとらえること
ができず、中世から近世にかけてのさまざま
な文化の生成、変容、継承などの諸問題を解
明する手がかりがぎっしり詰まっており、こ
の作品を窓口として、物語や芸能及び絵画な
どの交流が生み出した、中世から近世に向か
う文化の変容過程をうかがい見ることがで
きる。そのような展望の中で初めて、源平盛
衰記それ自身も総合的に把捉され、『平家物
語』の諸本論を文学史的に語ることが可能に
なると思われる。 
 
２．研究の目的 
文学史・文化史の中に源平盛衰記及び『平
家物語』を位置づけることをつねに意識しな
がら、（１）諸本・伝本の実態調査及び源平
盛衰記の成立過程の研究 （２）室町文芸（文
学と芸能を含む）及び近世の芸能と源平盛衰
記の関係の研究 （３）源平内乱を題材にし
た絵画資料の調査研究 （４）源平内乱時代
の歴史的研究 （５）源平盛衰記の語彙や表
記の研究を行い、源平盛衰記それ自体の解明
と共に、この作品の成立・変貌・影響につれ
て日本文化に何がもたらされたかを考察、議
論する。 
 
３．研究の方法 
下記の５つのテーマを取り上げる分科会
を作って、それぞれに調査・研究を進め、報
告を重ねた。 
（１）『平家物語』諸本の一つとしての源平
盛衰記の研究（成立について、文芸的特性に
ついて、室町期から近世への変容、近世の版
本のあり方についてなど） 
（２）室町文芸と『平家物語』諸本との交流
の研究（『平家物語』の享受・影響としてで
はなく、室町文芸との相互交流による作品形
成の過程について） 
（３）源平盛衰記や『平家物語』を題材にし
た奈良絵本や絵巻などの調査研究 
（４）歴史的な環境と文芸との関係について
の研究 
（５）中世語彙の出典として源平盛衰記の本
文をどう利用できるかについての研究 
具体的な作業としては、厖大な源平盛衰記
の内容が見渡せるように、記事年表作成を試
行し、（５）では語彙検索を可能にするため

本文のデータ入力を行った。（１）について
は成立と初期形態に関して長門切の調査研
究、本文の流布と変容に関して近世の版本調
査を進めた。（２）では芸能を専門とするゲ
スト講師を招いてシンポジウムや講演会を
公開で開催、時代やジャンルの異なる研究者
とも討議を重ねた。（３）については軍記物
語を題材とする奈良絵本・絵巻・扇面絵・屏
風など多様な形式の絵画資料を調査し、そこ
に共通するもの、個別に問題とすべきもの、
また本文との関係などを考察し議論した。
（４）は源平内乱時代を専門とする歴史学者
による問題提起を受け止めて討議を行った。 
 
４．研究成果 
これまでの源平盛衰記をはじめとする『平
家物語』と中世芸能における研究は、世阿弥
作の能にいかに『平家物語』が取り入れられ
たかという、いわゆる本説の問題が中心であ
った。また、作品研究の場合も、各作品に関
係する部分的考察に終わり、トータルな影響
関係については論究されてこなかった。（２）
の分科会では、このような閉塞的な状態を打
開すべく、源平盛衰記の内包する説話世界が
いかに能などの諸芸能に摂取され展開して
いったかを、源平盛衰記の享受史をも視野に
入れながら考察した。能楽研究の立場からは、
これまでの一方的な本説関係にとどまらず、
相互交流（源平盛衰記の本文形成への関与）
の可能性についても考察を加え、また古浄瑠
璃・浄瑠璃などの近世語り物文芸への影響関
係をも追究した。浄瑠璃作者は単に荒唐無稽
な創作を行っていたわけではなく、近世の観
客たちの源平合戦に関する理解との距離を
測りながら創作を進めていたはずであり、源
平盛衰記は、浄瑠璃作者・観客双方における
源平合戦に関する理解に、多大な影響を与え
ていたと思われる。 
室町時代には、源平盛衰記、またその影響
を受けた能や幸若をもとにした、絵をともな
う物語（御伽草子）が少なからず作られた。
近世になると、源平盛衰記の写本・版本、さ
らに美しい彩色入りの奈良絵本も多く作ら
れた。それらの中でも代表的な源平盛衰記の
奈良絵本（５０冊、海の見える杜美術館蔵）、
源平盛衰記の抄出絵巻（１２巻、個人蔵）、
画帖に貼り込まれた源平盛衰記の奈良絵（２
帖、仏蘭西国立図書館蔵）などを調査し、版
本や他の絵画資料との比較検討を行った。ま
た一枚物の絵画や屏風にも、源平盛衰記をも
とにした作品が存在しており、それらの所蔵
機関に赴き、デジタル情報を収集して比較考
察した。その調査によって初めて所在や典拠
を明らかにし得た資料も少なくない。また源
平盛衰記と『平家物語』や他の軍記物語を共
に題材とした絵画資料も多く、「源平の物語」
が中世近世の人々からどのように認知され
ていたかを改めて確認できた。（３）の分科
会を統括した石川透が多くの知見を提供し
たが、調査には全員が交替して参加し、絵画



と文芸の関係の研究方法についても議論を
交わした。 
（４）の歴史学の立場からは、主として以
下のような研究課題が取り上げられた。①源
平盛衰記における源頼朝流離説話・挙兵説話
の独自性の検証 ②東国武士団の実態と叙
述内容との距離、また方向性の違いについて
の検討 ③源平盛衰記の持つ史実性に対す
る評価。さらに南北朝・室町期における武家
社会・公家社会との比較を通して、④鎌倉幕
府滅亡と南北朝動乱を経過した後の時代の
人々が抱く、治承・寿永の乱のイメージにつ
いての検討や、⑤合戦に対する考え方（たと
えば、戦うこと・討ち取ること・死ぬことな
どを含めた合戦観）の変化の有無などに関す
る検討も行われた。以上について、平成２３
～２５年にはゲスト講師を招いて公開研究
会を開き、報告と討議を重ねた。 
 資料調査に出向いた回数は３０数回に上
り、調査した資料名と調査者は冊子『「文化
現象としての源平盛衰記」研究―文芸・絵画・
言語・歴史を総合して―第４集』に一覧表に
して掲載してある。調査対象は絵画資料と長
門切・源平盛衰記の伝本（古活字版・整版本・
写本）が主であるが、関連する軍記物語作品
や古筆切も含まれている。殊に古活字版と乱
版の関係、無刊記整版本の種類、長門切に模
写や複数の筆跡があることなどは、従来の研
究ではあまり知られていなかった知見をつ
け加えたことになる。 
開催した公開研究会・講演会・シンポジウ
ムなどは２０回を超え、招聘したゲスト講師
は２５名に上る。それらの場における討議を
通して我々は、源平盛衰記のみならず周辺作
品の裾野の広がり、芸能や他の文学作品との
相互交流、さらに中世から近世に至る武士文
化の変貌、近世以降の日本人の歴史や政治に
関するイメージをはぐくんだものについて、
知ることができ、さらに新たな課題を抱える
ことになった。殊に長門切の存在と『平家物
語』成立論との関係、絵画資料の文学側から
の研究方法などは、今後、日本文学の研究史
を書き換える問題提起に発展し得るもので
ある。 
それゆえ膨大で叙述の煩雑な記事を抱え
込む源平盛衰記を、多くの人々が読みかつ容
易に理解できることが必要と考え、内容を見
渡しやすくするよう、記事年表と巻別記事表
を併載した『源平盛衰記年表』（三弥井書店
刊）を試作して世に問うこととし、基礎稿を
作成した。すでに版元から校正紙が出てきて
おり、目下、修訂・校正作業を進めている。
またゲスト講師も含めて４０名近くの研究
者が、本共同研究に関連するテーマを設けて、
各３５枚程度の論文を執筆し、『文化現象と
しての源平盛衰記』と題した論集を平成２７
年に公刊する予定で、すでに版元から執筆要
項が配布されている。 
なお平成２２－２５年度に行った調査旅
行の報告及び公開講演会・研究会・シンポジ

ウムの内容は、平成２６年３月末日まで下記
のホームページによってすべて公開してき
た（５．主な発表論文等の中の〔学会発表〕
計２３件には、この共同研究が開催した公開
研究会等における発表は含まれていない。下
記のサイトですでに要旨を公開したので、ウ
ェブ上で確認する事ができる）。また各年度
に冊子体の報告書を作成し、関心のある研究
者や機関に配布した。 
http://www2.kokugakuin.ac.jp/komedlit/ 
中世文学逍遙 
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